
帯状疱疹 予防ワクチン接種の価格改定のお知らせ 

不活化ワクチン接種が受けやすくなりました 

 

 帯状疱疹予防に有効なワクチン接種についてお得な情報です。 

 予防ワクチンは現在、生ワクチンと不活化ワクチンの２種類があり、不活化ワクチ

ンの方が新しく開発されたもので有効性が高いと言われています。今回、この有効

性が高いと言われている不活化ワクチンが１０月より価格改定で接種しやすくなり

ました。 

 生ワクチンと比べ、価格が高いことと、２回接種する必要がありますが、今回の価

格改定を機に検討してみてはいかがでしょうか。 

 

 

 

【帯状疱疹とは】 

帯状疱疹は、水ぼうそうと同じウイルスで起こる皮膚の病気です。 

水ぼうそうは幼少期に感染し発症しますが、水ぼうそうが治ったあともウイルス

は脊髄から出る神経節という部位に潜んでいます。ウイルスに対する抗体がある

うちは発症しませんが、病気・加齢・ストレス・過労などで免疫力が低下するとウイ

ルスが再活性化して増殖し始めます。ウイルスは神経の流れに沿って皮膚まで到達

すると、その神経分布に一致した帯状に水疱を伴う発疹＝帯状疱疹を発症します。 

 

【発症頻度】 

 日本人では成人の９０％以上にこのウイルスが体内に存在しています。８０才まで

に約３人に１人が発症するといわれています。 

 

【症状】 

 はじめのうちは皮膚がピリピリした痛みを感じ、その後水疱や赤みを伴う皮膚症

状が出現します。皮膚病変がでる前から痛みだけがかなり強いこともあり診断に

迷うこともあります。発疹はその神経の皮膚の分布に沿って左右どちらかで帯状

に広がります。部位としては体幹が多いですが、体のどの部分でもありえます。顔

面にできたときは要注意です。目を含む範囲のときは結膜炎や角膜炎をおこし、

視力が低下したり失明したりすることもあります。また顔面神経麻痺や耳鳴り、難

聴、めまいをおこすこともあります。 



【こわい後遺症】 

 皮膚症状はだいたい２～３週間で落ち着きますが、皮膚が改善したあとも痛みが

３か月以上続くことがあります。これはウイルスにより神経が炎症だけでなく障害

をうけたものであり、帯状疱疹後神経痛（PHN）といいます。強い痛みが長いとき

は年余にわたり続きます。５０才以上で帯状疱疹を発症した人のうち約２割が

PHN になるといわれています。決して少ない確率ではありません。これを防ぐに

は、帯状疱疹発症後できるだけ早く病院を受診して抗ウイルス薬を服用すること

です。 

 

 

 

予防できる病気 ワクチンの種類 接種回数 価格（組合員） 価格（非組合員） 

帯状疱疹・水疱瘡 生ワクチン 

（水痘ワクチン） 

1 回 7,040 円 8,800 円 

帯状疱疹 不活化ワクチン 

（シングリックス） 

2 回 30,360 円 

  ➡ 19,800 円 

（1 回につき） 

37,950 円 

  ➡ 22,000 円 

（1 回につき） 

＜帯状疱疹予防ワクチンの詳細＞ ※ 価格は税込です 


